
4月23日～5月12日は子どもの読書週間。たくさん本を読もう！

『半径3メートルの倫理』
オギリマサホ 著  150.4/O

私たちの身のまわり＝半径３メートルくら
いの中にあふれる些細なモヤモヤを、著
名な哲学者たちの言葉や知恵を借りて楽
しく解決する倫理学エッセイ。
「集団になると起こるイジメにどう対処す
ればいいのでしょうか？」という悩みに対
して「周囲の人々が妬みの感情を抱かな
いほどの高みを目指しましょう。」とニー
チェは答えています。

図書館から こんな本を Vol.228  　2022/5/9
　   甲南女子中高・図書館

　『博物館の少女:怪異研究事始め』
 富安陽子 著  913.6/Tomi

運命に導かれ、文明開化の東京にやっ
てきた少女イカルは、上野の博物館の蔵
で怪異の研究をしている老人の手伝いを
することになります。日本に誕生して間も
ない博物館を舞台に、謎が謎を呼ぶ事件
を描くミステリアスな長篇。
少女の成長物語としても十分面白いです
が、そこに切なく、怪しいミステリーも加
わって……。お薦めです。

　『はじめての』
島本理生, 辻村深月, 宮部みゆき, 森絵都 著

                                                        913.68/H

4人の直木賞作家が執筆した短編のテー
マは、「はじめて〇〇したときに読む物
語」。
この短編をもとにYOASOBIが楽曲を制作
し、映像へと作品世界を広げていくプロ
ジェクトも、配信を開始しています。
文字がやや大きく、漢字にはルビが多め
にふってあり、「はじめての」読書にもお
勧めしたい小説集になっています。

数千人の中学生の学習相談に乗っ
てきた、みおりん（東大卒女子人気
ユーチューバー）が、勉強のやり方や
向き合い方、勉強を楽しむコツなどを
詳しく解説！
自分の悩みに合わせて、どこから読
んでもOK。勉強と仲良くなれる入門
書、決定版！

　『一晩置いたカレーはなぜおいしいのか
：食材と料理のサイエンス』

稲垣栄洋 著   498.5/ｲ

一晩置いたカレーはなぜおいしいの
か？味、触感、香り、栄養素……す
べての謎を解くカギは、食材が生き
ていたときの姿にあった。
著者の鋭い考察と、料理や食事が楽
しくなる「おいしさの秘密」をご賞味あ
れ。
ジャガイモを煮崩れさせない方法な
どの裏技も多数紹介。

『話すことを選んだ女性たち
：60人の社会・性・家・自立・暴力』
ヤン・アルテュス=ベルトラン, アナスタジア・ミコバ 著 ;

       ナショナル ジオグラフィック 編 ; 清水 玲奈 翻訳  367.2/M

『中学生のおうち勉強法入門
　 ：やる気も成績もぐんぐんアップ!』

みおりん 著  379.7/M

「させていただく」は正しい敬語？700
人の意識調査で違和感の正体が明
らかに。現代人は相手を敬うためで
なく、自分を丁寧に見せるために使っ
ていた。「させていただく」の〈使用拡
大〉と〈慇懃無礼（いんぎんぶれい）な
印象〉という矛盾した両面の謎を語用
論のアプローチで解き明かす。

「女として生きるとはどういうことか」
50の国・地域の2000人に取材し、その中
の60人の言葉を紹介。
背景の理解を深めるために、豊富な統計
データ、関係する論説なども収録。
無名の個人から大統領まで、立場も境遇
もさまざまな女性たちのリアルな声に耳を
傾けてください。

『春のこわいもの』
川上未映子 著  913.6/Kawa

「春のこわいもの」とは何でしょう。タ
イトルに惹かれ、紹介しています。
感染症大流行前夜の東京を舞台に、
6人の男女が体験する甘美きわまる
地獄巡り、これがただの悪夢ならば、
目を覚ませばすむことなのに……
『夏物語』から二年半、世界中が切望
していた新作刊行！

　『「させていただく」の使い方
：日本語と敬語のゆくえ』

椎名美智 著  815.8/シ



今月の新着から


